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平成 30年 11月 6日 

各  位 

会 社 名 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 代表取締役社長  高  橋  和  伸 
（コード番号 ６９８６ 東 証 第 一 部） 

問 合 せ 先 
執 行 役 員  

中 村 正 行 
業務管理本部長  

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ４ ７ ５ （ ２ ４ ） １ １ １ １ 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 30年５月 11日に公表いたしました平成 31年３月期通期連結業績予想数値の修正につきまして、下記

のとおりお知らせいたします。 

記 

１． 平成 31年３月期通期連結業績予想の修正 

 (1)平成 31年３月期通期連結業績予想数値の修正 

(平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

70,000 

百万円 

1,200 

百万円 

1,600 

百万円 

500 

円 銭 

11.79 

今回修正予想（Ｂ） 68,200 700 1,600 500 11.79 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 △500 － － － 

増減率（％） △2.6 △41.7 － － － 

(ご参考)前期実績（Ｃ） 

(平成 30年３月期) 
69,353 726 997 1,179 27.81   

増減額（Ｂ－Ｃ） △1,153 △26 603 △679 － 

増減率（％） △1.7 △3.6 60.4 △57.6 － 

 

(2)修正の理由 

【売上高の減少要因】 

電子デバイス関連事業のタッチセンサーでは、欧州車載向けがＥＵ排ガス規制の影響で完成車メーカーの

車両販売の急激な落ち込みにより減少し、また、北米車載向けが好調に推移するものと想定していましたが、

完成車の車種によって受注数の変動が大きく、顧客の在庫調整が見込まれます。 

生産器材事業では、国内市場において自動車関連の受注が減少すると想定され、また、中国市場での市況

が鈍化していることから、売上高が減少する見込みです。 

 

【営業利益の減少要因】 

電子デバイス関連事業の蛍光表示管では、生産拠点を海外へ集約しましたが、高付加価値製品の生産安定

化に想定より時間を要し、移管に伴うコストが増加しました。また、生産器材事業では、売上高の減少など 
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の影響があり、通期の営業利益は減少する見込みです。 

 

以上のことから、平成 30年５月 11日に公表いたしました、平成 31年３月期通期の連結業績予想を

上記のとおり修正いたします。なお、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、為

替差益等の影響を見込んでおり、通期連結業績予想数値の修正は行いません。 

 

 

(注) 上記の業績予想は、当社が現時点で入手している情報を合理的であると判断する一定の前提に基づいて算出しており、当

社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、当社製品の需給の急速な変動、米ドルを中心とし

た対円為替相場の変動および日本の証券・株式相場の変動など様々な要因により異なる場合があり得ることをご承知おきくだ

さい 

以 上 

 


